


























































































































































































































































2011年 2012年 2013年 2014年９月末 計
英語 36 41 83 70
中国語 49 50 87 44 230
ポルトガル語 180 233 293 155 861
スペイン語 60 128 146 113 447
フィリピン語 ‒ 12 13 8 33
計 325 464 622 390 1801
表３　あいち医療通訳システム通訳者養成実績14）
2011年 2012年 2013年 計
英語 29（27） 21 17 65
中国語 20（19） 20 20 59
ポルトガル語 18（14） 9 9 32
スペイン語 22 9 12 43
フィリピン語 ‒ 6 5 11





































































































































































































Tarea1 (7) と2 (10)（愛知県立大学医療分野語学講座 2009）。
23） 筆者は、2008年度の医療分野スペイン語講座「スペイン語中級 (1)」にお
いて、「椎間板ヘルニア」をテーマで実践した。
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